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2広報なかま８月 10日号

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
機
運
高
ま
る

７
月
14
日
、
15
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
産
業
遺
産
国
際
会
議
が
開
催

　総理の出身である山口県が今回の遺産群
に名を連ねていることもあり、言葉に重み
を感じました。日本が、明治維新によって、
植民地になることなく産業革命を成し遂げ
たアジアで最初の国であること、それを証
明するものがこの産業遺産群であり、これ
を未来に向けて継承するために世界遺産へ
の登録が欠かせないことを語りました。

長州出身の幕末志士を中心とした
先人の熱き思いを世界遺産に

１

２３４

安倍晋三 首相

　

内
閣
官
房
の
主
催
で
行
わ
れ
た
産
業
遺
産

国
産
会
議
。
中
間
市
の
「
遠
賀
川
水
源
地
ポ

ン
プ
室
」
を
含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
に
関
連
す
る
８
県
11
市
の
自
治
体
や

関
係
企
業
、
海
外
有
識
者
、
関
係
省
庁
な
ど

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
来
年
に
迫
っ
た
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
登
録
の
審
議
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
が
共
通
の
目
標
に
向
け
、
気

持
ち
を
一
つ
に
し
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

14
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
新
藤
義

孝
総
務
大
臣
、
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児
島
県
知
事
、

今
井
敬
日
本
工
業
倶
楽
部
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
政
府
が
「
明
治
日
本
の
産
業
遺
産
」
を

世
界
遺
産
候
補
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
し

た
経
緯
や
、
現
在
の
工
業
大
国
日
本
の
礎
が

明
治
維
新
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
海
外
の
専
門
家
が
講
演
を
行
い
、

産
業
革
命
を
成
し
遂
げ
た
各
国
の
産
業
遺
産

を
、
世
界
遺
産
と
し
て
保
全
す
る
こ
と
の
重

要
性
や
困
難
さ
を
各
国
の
事
例
を
交
え
な
が

ら
示
し
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
安
倍
晋
三
首
相
も

１　松下俊男市長も関連自
治体の首長として、小川洋
福岡県知事や北橋健治北九
州市長らとともに列席。
２　海外の有識者の演説に
熱心に耳を傾ける参加者。
３　日本初の官営製鉄所があ
った岩手県釜石市のみなさん。
震災復興にも一役買う話題と
あって盛り上がりを見せる。
４　キリンビール株式会社では「産
業遺産」限定ビールの販売を PR。
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　1910（明治 43）年に操業を始めた「明
治日本の産業革命遺産」の構成資産であ
る遠賀川水源地ポンプ室が世界遺産候補
に加わって５年、いよいよ世界遺産登録
審査の最終ステージにたどり着きました。
遠賀川水源地ポンプ室は、官営八幡製鐵
所の鉄鋼生産を支えた送水施設として、
現在も稼働を続けている産業遺産です。
現在は、９月に行われるイコモス現地審
査で保全対応策をしっかり説明するため、
準備を進めています。
　世界遺産登録の取り組みと歴史的価値を

お伝えする出前講座を開催しています
ので、希望する人は、世界遺産推
進室までお問い合わせください。
●問合先　世界遺産登録推進室

☎（２４６）６２７３

　今回の明治日本の産業遺産群世界遺
産構想プロデュースを手掛けた、加藤
康子氏があいさつに立ちました。加藤
氏の計らいでイコモスの担当者も壇上
に加わり、会場全体がガンバローコー
ルに包まれ、思いが一つになりました。
　中間市も「日本近代化をささえたま
ち」として世界遺産登録を目指します。

ガンバローコールで政府、県、市、
民間企業などが一致団結を約束

■世界遺産登録までの流れ

平成 20 年９月
「九州・山口の近代化産業遺産群」ユネ
スコ世界遺産暫定一覧表に追加記載

平成 20 年 10 月
「九州・山口の近代化産業遺産群」世界
遺産登録推進協議会が設置

平成 21 年 10 月
遠賀川水源地ポンプ室が構成資産に追
加提言される

平成 22 年４月
中間市「九州 ･ 山口の近代化産業遺産
群」世界遺産登録推進協議会に加盟

平成 23 年４月
中間市世界遺産登録推進室設置

平成 24 年５月
「稼働中の産業遺産の世界遺産への登
録」について閣議決定

平成 25 年４月
推薦書案を国へ提出

平成 25 年９月
「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関
連地域」を平成 25 年度推薦候補に決定

平成 26 年７月
産業遺産国際会議が開催

平成 26 年９月
ユネスコ審査機関「イコモス」の現地
審査

平成 27 年６月ごろ
第 39 回世界遺産委員会で登録を審議

世界遺産推進室
世界遺産推進係長　濱田 学

国民会議名誉会長 今井敬さん
（日本工業倶楽部理事長）

国民会議会長 小島順彦さん
（三菱商事株式会社取締役会長）

参
加
し
、
集
ま
っ
た
１
、７
０
０
人
を
前
に
ス

ピ
ー
チ
。
地
方
の
、
住
民
主
体
で
発
足
し
た

今
回
の
世
界
遺
産
登
録
活
動
に
つ
い
て
、
そ

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
も
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
ス
ピ
ー
チ
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

15
日
は
、
専
門
家
が
講
演
し
、
産
業
遺
産

の
管
理
、
遺
産
群
や
稼
働
資
産
の
保
全
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

中
間
市
の
「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」

は
、
ま
さ
に
今
回
の
遺
産
群
の
稼
働
資
産
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
稼
働
中
の
産
業
資
産

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、
極
め
て
異

例
な
こ
と
と
し
て
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
間
市
は
、
日
本

産
業
革
命
に
お
け
る
鉄
鋼
産
業
技
術
の
集
大

成
の
地
な
の
で
す
。

　

来
年
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
に
向
け
て
、

中
間
市
全
体
で
後
押
し
、
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

１
７
６
９
年
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ッ

ト
が
蒸
気
機
関
を
開
発
し
て
か
ら
100
年

の
歳
月
を
費
や
し
て
欧
米
諸
国
は
産
業

革
命
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
日
本
は
、鉄
鋼
業
の
技
術
を
輸
入
し
、

わ
ず
か
50
年
の
間
に
欧
米
を
追
い
抜
く

ま
で
に
成
長
し
、
世
界
中
を
驚
か
せ
ま

し
た
。製
鉄
の
失
敗
と
成
功
の
歴
史
は
、

日
本
の
近
代
化
の
歩
み
そ
の
も
の
で
あ

り
、
八
幡
製
鐵
所
と
遠
賀
川
ポ
ン
プ
室

は
先
人
の
努
力
の
足
跡
な
の
で
す
。

日
本
の
資
本
主
義
の
父
、
渋
沢
栄
一
は

「
鉄
は
文
明
開
化
の
塊
で
あ
る
」
と
言
っ
た

　
「
も
の
づ
く
り
国
家
日
本
」
の
礎
で
あ

る
明
治
維
新
で
は
、
幕
末
の
志
士
た
ち

が
「
坂
の
上
の
雲
」
を
夢
見
て
科
学
技

術
を
学
び
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
担
い
手

を
育
成
し
、
産
業
国
家
を
築
き
ま
し
た
。

　
こ
の
道
の
り
を
証
明
す
る
貴
重
な
資

産
が
、
今
回
の
産
業
遺
産
群
で
す
。

　
地
方
自
治
体
、産
業
界
、経
済
界
、国
、

県
な
ど
、
全
国
一
丸
と
な
っ
て
運
動
を

盛
り
上
げ
、
富
岡
製
糸
場
に
続
く
世
界

遺
産
登
録
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
石
炭
」・「
造
船
」・「
製
鉄
」
は
日
本
の

歴
史
教
育
に
欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
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中間市からのお知らせ ity newsC
筑豊電気鉄道と新型車両導入に向けた協定書を締結しました

●問合先　住宅都市交通対策課　☎（２４６）６１５５

　

中
間
市
は
、
北
九
州
市
、
直

方
市
と
筑
豊
電
気
鉄
道
株
式
会

社
と
「
筑
豊
電
気
鉄
道
沿
線
地

域
活
性
化
協
議
会
」
を
構
成
し

て
い
ま
す
。
７
月
９
日
、
同
協

議
会
発
足
後
、
検
討
し
て
き
た

製
造
後
50
年
前
後
と
な
る
車
両

の
更
新
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
橋
側
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
、
安
全
輸
送
の
確
保

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
財
政

的
支
援
を
取
り
決
め
た
協
定
書

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

自
家
用
車
の
普
及
に
よ
り
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
高

齢
社
会
に
備
え
る
た
め
に
も
、

今
あ
る
地
域
の
公
共
交
通
を
守

り
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

●
発
表
事
項

○
新
型
車
両（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）の
導
入

○
全
国
相
互
利
用
型
の
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
乗
車
券
「
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ

ａ（
ニ
モ
カ
）」
の
運
用
開
始

※
い
ず
れ
も
来
年
春
ご
ろ
運
用

予
定
で
す
。

■
筑
豊
電
気
鉄
道
沿
線
地
域
活

性
化
協
議
会

　

福
岡
県
、
北
九
州
市
、
中
間

市
、
直
方
市
、
筑
豊
電
気
鉄
道

株
式
会
社
が
協
力
し
て
、
筑
豊

電
気
鉄
道
の
経
営
健
全
化
に
寄

与
す
る
利
便
性
向
上
策
や
利
用

促
進
策
、
安
全
運
行
に
関
す
る

施
設
改
善
策
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
活
交

通
の
維
持
や
改
善
を
図
り
、
沿

線
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
23
年
７
月
に

発
足
し
ま
し
た
。

※
同
協
議
会
は
、
平
成
20
年
８

月
に
発
足
し
た
筑
豊
電
気
鉄
道

沿
線
地
域
活
性
化
連
絡
会
か
ら

名
称
変
更
し
て
い
ま
す
。

■
新
型
車
両（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）

　

既
存
の
鉄
道
と
バ
ス
の
中
間

の
輸
送
力
を
持
つ
公
共
交
通
機

関
で
、
乗
客

の
乗
降
が
容

易
に
行
わ
れ

る
の
が
特
徴

で
す
。

　

中
間
市
で
は
、
良
好
な
環
境

の
保
全
と
創
造
を
推
進
す
る
た

め
「
中
間
市
環
境
基
本
計
画

（
平
成
17
年
３
月
）」
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
目
標
年

度
が
平
成
26
年
度
に
あ
た
る
た

め
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
や

環
境
問
題
の
変
化
な
ど
に
対
応

し
た
、
新
た
な
基
本
計
画（「
中

間
市
第
二
次
環
境
基
本
計
画
」）

の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
身
の
回
り
の
環
境

に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
」

「
環
境
保
全
活
動
」「
環
境
に
関

す
る
意
見
」
な
ど
の
意
見
を
、

新
た
な
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き

ま
し
た
ら
、
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
回
答
い
た
だ
い
た
調
査

票
の
個
人
と
し
て
の
回
答
が
明
ら

か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

○
市
民
用
…
20
歳
以
上
の
市
民

か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

１
、０
０
０
人

○
事
業
者
用
…
市
内
か
ら
選
定

し
た
50
事
業
所

●
実
施
期
間　
８
月
中
旬
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
８
月

末
日
が
締
切
で
す

※
環
境
基
本
計
画
は
、
中
間
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

環境に関するアンケート調査にご協力ください
●問合先　環境保全課　☎（２４６）６２６５

　

遠
賀
川
と
中
間
の
歴
史
に
つ

い
て
、
専
門
家
を
招
い
て
学
ぶ

講
座
で
、
全
８
回
の
第
１
回
目

に
な
り
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
サ
ー
ク
ル
村
」

を
ふ
り
返
る

●
日

時　

８
月
16
日
土
・

午
後
２
時
～
（
１
時
間
30
分

程
度
）

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
３
階
会
議
室

●
内

容　

１
９
５
８
（
昭

和
33
）年
か
ら
１
９
６
１
（
昭

和
36
）年
ま
で
、
中
間
市
を

拠
点
と
し
て
「
サ
ー
ク
ル
村
」

と
い
う
月
刊
の
文
学
サ
ー
ク

ル
誌
が
発
行
さ
れ
、
全
国
的

に
も
大
き

な
反
響
が

あ
り
ま
し

た
。
講
義

で
は
、
時

代
状
況
を

踏
ま
え
な

が
ら
、「
サ

ー
ク
ル
村
」
の
運
動
を
振
り

返
り
ま
す

●
講

師
　
水
溜
真
由
美
さ

ん（
北
海
道
大
学
准
教
授
）

●
参
加
料　
無
料

●
定

員　
50
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
先　
生
涯
学
習
課

遠賀川と中間の歴史を学ぶ講座を開講します
●問合先　生涯学習課　☎（２４６）６２２４

左から、向野敏昭直方市長、松下俊男中間市長、北橋健治北九州市長、
川上正治筑豊電気鉄道株式会社代表取締役社長
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

包括ケア研修会が開催されました
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

　

６
月
19
日
に
今
年
度
第
１
回

目
の
包
括
ケ
ア
研
修
会
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
介
護
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
的
と

し
て
中
間
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
発
足
し
た
平
成
18
年

度
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
回
で
36

回
目
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
で
あ
る
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、
医
療
機
関
に
働
く
介
護
職

医
療
職
が
中
間
市
内
外
か
ら
158

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
づ
く

り
に
む
け
て
～
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
立
場
か
ら
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
の
は
、
福
岡
県

北
九
州
地
区
介
護
予
防
支
援
セ

ン
タ
ー
長（
小
倉
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
名
誉
院
長
）の

浜
村
明
徳
医
師
。「
地
域
包
括

ケ
ア
も
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
も
、
目
標
は
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
暮
ら
し
の
場
所
を
確

保
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
包
括
的
か

つ
継
続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う

連
携
し
て
、
地
域
の
み
ん
な
で

見
守
り
、
支
え
合
え
る
地
域
づ

く
り
を
し
よ
う
」
と
参
加
者
に

強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

中
間
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
主
任
介
護
支
援
専
門
員

は
「
介
護
支
援
専
門
員
を
は
じ

め
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
携
わ
る

人
々
が
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
後
方
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

●
参
加
者
の
声

○
「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
」
を

考
え
る
う
え
で
、
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た

○
こ
れ
か
ら
介
護
と
医
療
の
連
携

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た（
介
護
支
援
専
門
員
）

○
地
域
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
性
が

良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の

人
ら
し
く
地
域
で
生
き
る
こ

と
を
支
援
す
る
た
め
に
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト（
ど
の
よ
う
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
を
聞
き

取
る
こ
と
）が
い
か
に
大
切
で

あ
る
の
か
、
支
援
者
と
の
チ

ー
ム
ケ
ア
が
大
切
で
あ
る
こ

と
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た

　
忘
れ
ら
れ
た
江
戸
時
代
の
原
形

を
歴
史
小
説
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
・
内
容

○
９
月
２
日
火
・
歴
史
小
説
へ

の
招
待

○
９
月
16
日
火・藤
沢
周
平
「
義

民
が
駆
け
る
」

○
９
月
30
日
火
・
藤
沢
周
平
「
長

門
守
の
陰
謀
」「
相
模
守
は
無
害
」

○
10
月
14
日
火・佐
藤
雅
美
「
物

書
同
心
居
眠
り
紋
蔵
」

●
時

間　
午
後
１
時
30
分

～
３
時

●
受
講
料　
無
料

●
講

師　
五
郎
丸
延
さ
ん

　
（
聖
徳
大
学
通
信
教
育
部
講
師
）

●
申
込
方
法　
「
気
楽
に
学
べ
る

文
学
講
座
」、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
な
が
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
往
復
は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
中
央
公
民
館
窓
口
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
返
信
用
の

は
が
き
が
必
要
で
す
。

●
申
込
締
切　
８
月
22
日
金

※
受
講
決
定
者
に
は
８
月
28
日

木
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
先　
中
央
公
民
館

　
（
〒
809
‐
０
０
１
４
蓮
花
寺
三

丁
目
１
‐
１
）

　
℻（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…koum

inkan@
city.

nakam
a.lg.jp

気楽に学べる「文学講座」受講生を募集
●問合先　中央公民館　☎（２４６）２３２１

　

中
間
市
政
治
倫
理
条
例
に
基

づ
き
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
、
市
議
会
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
資
産
等
報
告
書
等
」（
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
以
外
は

「
税
等
の
納
付
状
況
報
告
書
」）の

閲
覧
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
報
告
書
は
、
６
月
13
日
に

松
下
俊
男
市
長
か
ら
諮
問
を
受

け
た
政
治
倫
理
審
査
会（
中
尾
寿

子
会
長
）の
審
査
を
経
た
も
の
で
、

同
審
査
会
か
ら
７
月
18
日
に
提

出
さ
れ
た
意
見
書
も
併
せ
て
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
意
見
書
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間　
７
月
29
日
か
ら

５
年
間（
閉
庁
日
を
除
く
）

●
閲
覧
時
間　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

●
閲
覧
場
所　
総
務
課

市長の資産等報告書などの閲覧を行います
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

松下市長に意見書を手渡す中尾会長
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おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care
大
好
評

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

月
１
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施

し
て
い
る
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

教
室（
栄
養
編
）で
は
、
栄
養
士

の
講
話
と
調
理
実
習
を
行
っ
て
い

て
、
調
理
実
習
を
楽
し
み
に
参
加

し
て
い
る
男
性
参
加
者
も
い
ま

す
。
６
月
に
実
施
し
た
「
食
事
で

防
ぐ
糖
尿
病
に
つ
い
て
」
の
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
改
め
て

食
生
活
を
考

え
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
糖

尿
病
も
血
圧

の
管
理
が
大

切
と
知
り
ま

し
た
」
な
ど

の
感
想
が
あ

り
大
変
好
評

で
し
た
。

　

９
月
は
貧
血
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。

※
８
月
は
、「
脂
質
異
常
症
」
を

テ
ー
マ
に
22
日
金
に
実
施
し
ま

す
。
15
日
金
ま
で
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

栄
養
編
受
講
者
募
集

●
テ
ー
マ　
食
事
で
防
ぐ
貧
血

　

貧
血
の
ほ
と
ん
ど
は
、
命
に
関

わ
る
も
の
で
な
い
た
め
軽
視
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
記
憶
力
が

低
下
し
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り

す
る
な
ど
の
症
状
が
長
期
間
続
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
場
合
は
う
つ

病
に
つ
な
が
り
や
す
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
体
に
及
び
ま

す
。
貧
血
に
は
い
く
つ
か
の
原
因

と
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
多

い
の
が
鉄
不
足
に
よ
る
「
鉄
欠
乏

性
貧
血
」
で
す
。
こ
の
教
室
で
、

鉄
欠
乏
性
貧
血
を
予
防
・
改
善
す

る
正
し
い
食
事
療
法
の
知
識
を
学

び
、
実
際
に
食
事
を
作
り
な
が
ら

実
践
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
９
月
19
日
金
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時（
受

付
は
９
時
～
）

●
内

容　
栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習

●
参
加
料　
400
円

※
申
込
締
切
日
以
降
に
受
講
を
取

り
消
す
場
合
や
当
日
欠
席
の
場
合

で
も
、
参
加
料
を
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、

健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

食
品
成
分
表（
あ
れ
ば
）、
電
卓

●
申
込
締
切　
９
月
12
日
金

　

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

運
動
編
受
講
者
募
集

●
テ
ー
マ　
ス
ロ
ー
な
筋
ト
レ

●
対

象　
69
歳
ま
で
の
中
間

市
民

※
治
療
中
の
人
は
医
師
か
ら
運
動

制
限
指
示
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

が
条
件
で
す
。

●
日

時　
９
月
16
日
火
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
は

午
前
９
時
30
分
～
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
水

分
補
給
の
た
め
の
お
茶
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
定

員　
25
人

●
申
込
締
切　
９
月
５
日
金

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

し
、
後
日
結
果
を
は
が
き
で
通
知

し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

※
電
話
以
外
で
申
し
込
む
際
は
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡

先
電
話
番
号
、
希
望
の
講
座
名
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

エネルギー：48㎉
食塩：0.4ｇ

①�にがうりは縦半分に切り、スプーン
でワタと種を取り、３㎜の厚さに切る。
しょうがは、針しょうがに切る
②�熱湯に塩を入れて、にがうりをさっ
と茹でて冷水に取り、ざるに上げ
て水気を切る
③�Ａを合わせ、②を和える。仕上げ
にごま油を混ぜる

にがうりのごま和え

にがうり…200ｇ、塩…
ひとつまみ、Ａ（いりご
ま…大さじ２、しょうゆ…
小さじ２、砂糖…小さじ２、
しょうが…適量）、ごま
油…小さじ１／２

材料（４人分） 作り方
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

公的機関を装った個人情報
削除サービスにご注意

平成26年度のもえるごみの搬入量は、対25年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

26 年度 25 年度 差
（26 年度－ 25 年度） 減量率

６月 912,200㎏ 978,590㎏ △ 66,390㎏ 6.8％

累計 2,966,470㎏ 3,032,330㎏ △ 65,860㎏ 2.2％

特
定
外
来
生
物

「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
に
注
意

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
原
産
の
小
型
の
ク
モ
で
、

福
岡
県
で
は
平
成
19
年
に
福
岡
市

内
で
発
見
さ
れ
て
以
降
、
複
数
の

市
町
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
身

近
な
所
で
は
室
外
機
の
裏
や
プ
ラ

ン
タ
ー
、
屋
外
に
置
い
て
い
る
サ

ン
ダ
ル
や
公
園
の
ベ
ン
チ
裏
な
ど

に
生
息
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
基
本
的
に

攻
撃
的
な
ク
モ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
素
手
で
触
る
」「
巣
に
触
れ

る
」
な
ど
す

る
と
咬か

ま
れ

る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ

い
。
発
見
し

た
場
合
は
、

絶
対
に
素
手

で
捕
ま
え
た
り
、
触
っ
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ク
モ
自
体
は
市

販
の
家
庭
用
殺
虫
剤
で
駆
除
で
き

ま
す
。
発
見
や
駆
除
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
環
境
保
全
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
特
徴

○
オ
ス
…
体
長
0.5
㎝
程
度
、
背
面

は
灰
白
色

○
メ
ス
…
体
長
１
㎝
前
後
、
全
体

は
黒
色
で
背
面
と
腹
面
に
赤
色

の
模
様

※
毒
が
あ
る
の
は
メ
ス
の
み
で
す
。

■
咬
ま
れ
た
と
き
の
症
状
と
対
処

　

咬
ま
れ
た
瞬
間
に
針
で
刺
さ
れ

た
よ
う
な
痛
み
が
あ
り
、
そ
の
後
、

熱
感
や
腫
れ
な
ど
の
症
状
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
重
症
化
す
る

こ
と
は
ま
れ
で
す
が
、
激
し
い
筋

肉
痛
や
け
い
れ
ん
、
吐
き
気
な
ど

の
症
状
が
出
た
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
診
の
際
は
、
可
能
で

あ
れ
ば
殺
虫
剤
な
ど
で
駆
除
し
た

ク
モ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
定
外
来
生
物
と
は

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
外
来
生

物
法
に
基
づ
く
「
特
定
外
来
生

物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

定
外
来
生
物
と
は
、
も
と
も
と
日

本
に
い
な
か
っ
た
外
来
生
物
の
う

ち
、
生
態
系
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ

す
と
し
て
環
境
省
が
指
定
し
た
生

物
で
、
現
在
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

の
ほ
か
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ア
ラ
イ

グ
マ
な
ど
111
種
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

特
定
外
来
生
物
の
飼
育
・
栽
培

や
運
搬
・
販
売
な
ど
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
定
外
来
生
物

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
環
境
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.env.go.jp/nature/
intro/index.html

■
相
談
事
例　

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
似
た

名
前
の
と
こ
ろ
か
ら
、「
個
人
情

報
の
調
査
を
し
て
い
る
が
、
は

が
き
な
ど
が
届
い
た
こ
と
は
な

い
か
。
あ
な
た
の
個
人
情
報
が

漏
れ
て
い
る
の
で
削
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。「
３
社
に
登
録
さ
れ
て
い
る
」

と
大
手
百
貨
店
や
消
費
者
金
融

（
サ
ラ
金
）な
ど
の
名
前
を
挙
げ

ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
利
用
し

た
こ
と
は
な
い
の
で
不
安
に
な

っ
た
。
公
的
機
関
の
よ
う
だ
が

依
頼
し
て
も
大
丈
夫
か
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

公
的
機
関
と
勘
違
い
さ
せ

「
漏
れ
て
い
る
個
人
情
報
を
削

除
す
る
」
と
言
っ
て
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
と
い
う
相
談
が
複

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
削
除

の
依
頼
を
す
る
と
、「
３
社
の

う
ち
２
社
は
削
除
で
き
た
が
、

残
り
１
社
は
代
わ
り
に
登
録
す

る
人（
身
代
わ
り
）が
必
要
」「
知

人
の
名
前
を
使
用
し
て
も
良
い

が
、
も
し
誰
も
い
な
い
よ
う
な

ら
こ
ち
ら
で
代
わ
り
の
人
を
さ

が
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
身
代

わ
り
役
の
第
三
者
を
登
場
さ
せ

ま
す
。

　

こ
れ
は
劇
場
型
勧
誘
の
手
口

の
一
つ
で
す
。
応
対
す
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
名
目
で
費
用
を
請
求

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

公
的
機
関
が
個
人
情
報
を
削
除

す
る
と
い
う
内
容
の
電
話
を
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
ら
す
ぐ
に
電
話
を
切

り
ま
し
ょ
う
。
再
度
か
か
っ
て

き
て
も
留
守
番
電
話
設
定
に
す

る
な
ど
し
て
、
応
対
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
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よくわかる
医療講座

83
No

今月のテーマ

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

中間市立病院☎（２４５）０９８１

■
今
年
は
冷
夏
？
猛
暑
？

　

７
月
末
に
気
象
庁
が
発
表
し
た

１
か
月
の
予
報
で
は
、
全
国
的
に

気
温
は
平
年
並
み
か
高
い
見
通
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
冷
夏
で
も
か
な
り

の
発
生
が
見
ら
れ
る
も
の
で
、
高

温
の
と
き
に
は
さ
ら
に
多
く
発
生

し
ま
す
。
急
に
気
温
が
上
が
っ
た

と
き
は
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
熱
中
症
と
は

　

炎
天
下
や
室
温
が
高
く
な
っ
た

部
屋
の
中
に
長
時
間
滞
在
す
る
こ

と
で
、
体
温
の
調
節
が
効
か
な
く

な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。「
め

ま
い
」「
頭
痛
」「
吐
き
気
」「
脱

力
」「
筋
肉
痛
や
筋
肉
の
け
い
れ

ん
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
汗
を
か
く
こ
と
に
よ

っ
て
体
内
の
水
分
や
塩
分
が
失
わ

れ
る
こ
と
や
、
体
温
の
上
昇
が
原

因
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
環
境

　
高
温
・
多
湿
・
無
風
の
状
態
で
す
。

人
は
、
汗
を
か
く
こ
と
で
体
温
を

調
節
し
て
い
ま
す
。 
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
環
境
下
で
は
、
汗
が
蒸

発
し
に
く
く
、
体
温
調
節
が
で
き

な
く
な
り
、
熱
中
症
に
な
り
ま
す
。

■
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

　

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
全
身

を
冷
や
し
て
体
温
を
下
げ
ま
し
ょ

う
。
氷
や
冷
た
い
水
で
濡
ら
し
た

タ
オ
ル
を
、
首
・
脇
の
下
・
太
も

も
の
付
け
根
な
ど
に
当
て
冷
や
す

と
効
果
的
で
す
。
そ
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
飲
料
や
薄
い
塩
水（
水
１
ℓ

に
約
１
～
２
ｇ
の
食
塩
を
混
ぜ
た

も
の
）を
補
給
し
ま
す
。
水
分
を

多
く
飲
め
な
い
人
や
意
識
が
な
い

場
合
は
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
の
注
意
点

　

昨
年
の
６
月
か
ら
９
月
に
、
全

国
で
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た

人
は
、
５
８
、７
２
９
人
で
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
最
も
多
く
、

全
体
の
47
％
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
高
齢
者
は
、
温
度
に
対
す
る

感
覚
が
弱
く
な
る
た
め
、
室
内
で

も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
室
内
に
温
度
計
を
置
き
、
こ

ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
の
ど
が
渇
い
た
」
と
い
う
サ

イ
ン
が
遅
れ
や
す
く
、
水
分
補
給

が
遅
れ
ま
す
。
お
茶
や
水
を
コ
ッ

プ
に
入
れ
て
傍
に
お
き
、
の
ど
が

渇
い
た
と
き
だ
け
で
な
く
、
積
極

的
に
水
分
補
給
を
行
い
、
扇
風
機

や
ク
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
温
度
調
整

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ
し
、

高
度
心
不
全
や
透
析
の
患
者
さ
ん

は
水
分
を
取
り
す
ぎ
る
と
心
臓
に

負
担
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

熱中症
中間市立病院内科

久米井 真衣 医師

わくわくおはなし会

●日 時　８月16日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせ、紙芝居など
●協 力　ほっとブックなかま

おねしょのかみさま
長谷川義史・作・絵
おねしょに悩む男の子とユニーク
なおねしょのかみさまの不思議な
交流を描いた絵本。

敗者たちの季節
あさのあつこ・著
甲子園初出場をかけた地区予選決
勝で敗れ、海藤高校野球部の夏は
終わった。読めば誰もが胸打たれ
る鮮烈な青春小説。

●�日 時　８月28日木・①午前９時～正
午、②午後１時～４時

●定 員　各回５人（先着順）
怪談
小池真理子・著
送別会の幹事だった私は、忘れ物とし
て黒い女性用のカーディガンを渡され
た。だが、それを着ていた出席者はい
なかった…。珠玉の幻想怪奇短編集。

学校ななふしぎ
齊藤洋・作　山本孝・絵
学校に夜行ってはいけません。も
し、行くとね…。「トイレの花子さ
ん」などおなじみの学校の怪談に創
作怪談を加えた全７編

中 間 市 民 図 書 館 だ よ り

「夏休み小学生一日図書館員」参加者募集

●開館時間　午前９時30分～午後７時
●休 館 日　８月 11 日月、18 日月、
　25 日月、27 日水、９月１日月、８日月
●住 所　蓮花寺三丁目１- ２

☎（２４５）４６６４

図書館マスコットキャラクター
「よむむしくん」

中間市民図書館



9 Nakama City Public Relations

　
こ
の
前
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、

電
車
に
乗
り
ま
し
た
。
い
つ
も
車

で
、
い
動
し
て
い
る
の
で
、
気
が
つ

か
な
か
っ
た
け
ど
電
車
の
中
に
は

特
別
な
席
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
お
年
よ
り
の
方
や
、
に
ん
ぷ
さ

ん
、
身
体
の
不
自
由
な
人
の
席
で
、

そ
こ
だ
け
シ
ー
ト
の
色
が
ち
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が
知
ら
ず
に

座
ろ
う
と
す
る
と
お
母
さ
ん
か
ら
、

「
そ
こ
の
席
は
け
ん
こ
う
で
元
気
な

カ
ズ
は
座
っ
た
ら
ダ
メ
よ
」
と
注

意
さ
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
に
教

え
て
も
ら
っ
て
、
良
か
っ
た
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
知
ら
ず
に
座
っ
て

い
た
ら
、
こ
ま
る
人
が
い
る
か
ら

で
す
。
で
も
、
次
に
乗
っ
た
と
き
、

高
校
生
の
お
兄
さ
ん
が
特
別
な
席

に
、
座
っ
て
い
ま
し
た
。
お
兄
さ
ん

は
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
座
る
場

所
が
、
な
い
か
ら
座
っ
て
い
た
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
大
き
く

な
っ
て
も
、
そ
ん
な
大
人
に
な
り

ま
せ
ん
。
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
、
や

く
そ
く
、
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
大
人

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
ち
が
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
、
注
意
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
父
さ
ん
が
ゴ
ミ
出
し

を
し
て
い
る
と
き
、
近
所
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
重
い
ゴ
ミ
を
一
生
け

ん
命
運
ん
で
い
る
と
、「
一
緒
に
持

っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
や
さ
し
く

声
を
か
け
て
一
緒
に
ゴ
ミ
を
出
し

て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

そ
ん
な
お
父
さ
ん
の
す
が
た
を
見

て
、
す
ご
い
な
あ
、
か
っ
こ
い
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
、

「
お
父
さ
ん
は
え
ら
い
ね
」
と
言
う

と
、「
こ
ま
っ
て
い
る
人
を
助
け
て

あ
げ
る
こ
と
は
、
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
だ
よ
カ
ズ
も
勇
気
を
出
し
て

声
を
か
け
た
り
、
こ
ま
っ
て
い
る

人
を
助
け
て
あ
げ
た
り
、
手
伝
っ

て
あ
げ
る
と
い
い
よ
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
と
、

も
し
カ
ズ
が
こ
ま
っ
た
と
き
は
き

っ
と
誰
か
が
助
け
て
く
れ
た
り
、

手
伝
っ
て
く
れ
る
と
思
う
よ
と
、

お
母
さ
ん
に
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の
助
け
合
い
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
人
と
人
と
が
助
け
合

っ
て
生
き
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
大
人
に
な

っ
た
ら
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
み

た
い
な
大
人
に
な
っ
て
、
お
年
よ

り
の
人
や
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
自
分
か
ら
声
を
か
け
て
手

伝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
助
け
合

う
心
、
本
当
に
大
切
で
す
。

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

人権標語
みんな無視！　でも君がするかは　君しだい
 　　中間南中学校２年 藤井　勇輔さん

いじめはな　する人間の　弱さだよ
 　　中間中学校３年 日高　純汰さん

わるぐちも　いいたいけれど　がまんしよ
 　　中間東小学校５年 福岡　翔さん

平成 25 年度小・中学校人権作文から

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　９月10日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　９月６日土、19日金・午後３時

〜５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　９月６日土、19日金、25日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

私たちが感じた人権問題
「思いやり助け合う大切さ」

黒田 一翔さん
（中間東小学校５年）
平成25年度小・中学校人権作文から

な
や
み
ご
と
相
談
の
日
程
を

変
更
し
ま
す

　

広
報
な
か
ま
７
月
25
日
号
の

「
８
月
行
事
予
定
」
で
、
な
や
み

ご
と
相
談
の
開
催
日
を
８
月
13

日
水
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
お

盆
の
時
期
に
あ
た
る
こ
と
か
ら

８
月
20
日
水
に
変
更
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
後

●
日

時　

８
月
20
日
水
・

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場

所　
人
権
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同

参
画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１
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平
成
26
年
度
交
通
共
済
の

加
入
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

　

交
通
共
済
は
、
手
ご
ろ
な
掛
金

で
も
し
も
の
交
通
事
故
を
保
障
し

ま
す
。
現
在
、
加
入
中
の
人
は
、

自
治
会
を
通
じ
て
継
続
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
規
加
入
を
希
望
す
る

人
は
、
掛
金
と
印
鑑
を
お
持
ち
の

う
え
、
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
、

東
部
出
張
所
、
西
部
出
張
所
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
改
正

に
よ
る
事
業
の
健
全
性
維
持
の
た

め
、
組
合
員
の
世
帯
主
か
ら
出
資

金
を
年
間
100
円
ず
つ
集
め
て
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
掛

金　
年
間
一
口
500
円（
１

人
２
口
ま
で
）と
世
帯
で
の
積
立

出
資
金
100
円

●
募
集
期
間　
８
月
18
日
月
～
９

月
30
日
火

※
自
治
会
に
よ
っ
て
は
募
集
期
間

が
異
な
り
ま
す
。

●
保
険
期
間　
平
成
26
年
10
月
１

日
水
～
平
成
27
年
９
月
30
日
水

●
問
合
先　
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
課

　
☎（
２
４
６
）２
０
１
７

緑
の
募
金
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

中
間
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
善

意
に
よ
る
「
緑
の
募
金
」
事
業
を
、

中
間
市
緑
づ
く
り
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
平
成
25
年
度
は

７
３
４
、２
０
０
円
も
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
で
、
市
内
の
小
・
中

学
校
や
公
共
施
設
な
ど
の
緑
化
を

行
い
ま
す
。
今
後
と
も
「
緑
の
募

金
」
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
都
市
整
備
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
１

１
人
だ
け
の
金
婚
式
を

開
催
し
ま
す

　

苦
楽
を
共
に
分
か
ち
合
い
な
が

ら
人
生
を
過
ご
し
て
き
た
夫
婦

で
、
現
在
一
人
と
な
り
、
節
目
の

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
な
か
っ
た
み

な
さ
ん
へ
、
お
祝
い
と
長
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

●
日

時　
９
月
18
日
木
・
午

前
11
時
～
午
後
２
時

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
対

象　
昭
和
39
年
１
月
１

日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
結
婚
し
、
引
き
続
き
現
在

ま
で
中
間
市
に
お
住
ま
い
の
人

で
、
昨
年
ま
で
に
開
催
さ
れ
た

同
式
に
参
加
し
て
い
な
い
人

●
申
込
期
間　
８
月
11
日
月
～
９

月
５
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会

　
☎（
２
４
４
）１
２
３
０

風
し
ん
抗
体
検
査
を
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
あ
か
ち
ゃ
ん
が「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病

気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
に
対
す
る
十
分
な
免
疫
が

あ
る
か
ど
う
か
は
、
抗
体
検
査
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検

査
は
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

○
妊
娠
を
希
望
す
る
人

○
妊
婦
の
配
偶
者（
パ
ー
ト
ナ
ー

を
含
む
）

※
県
内（
福
岡
市
、
北
九
州
市
、

久
留
米
市
、
大
牟
田
市
を
除
く
）

に
住
民
票
が
あ
る
原
則
20
歳
以
上

の
人
が
対
象
で
す
。
過
去
に
風
し

ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
人
ま
た
は
風
し
ん
の
予
防
接
種

歴
が
明
ら
か
な
人
、
検
査
で
確
定

診
断
を
受
け
た
風
し
ん
の
既
往
歴

が
あ
る
人
を
除
き
ま
す
。

●
日

時

○
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
遠
賀
分
庁
舎（
水
巻
町
吉

田
西
二
丁
目
17
‐
７
）
…
８
月

18
日
月
、
９
月
29
日
月
・
午
後

２
時
～
４
時

○
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐

１
）
…
８
月
19
日
火
、
９
月
30

日
火
・
午
後
１
時
～
３
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

公
文
書
で
ひ
も
と
く
人
々
の
く
ら
し

～
残
さ
れ
た
戦
争
の
記
録
～

　

終
戦
か
ら
70
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
現
在
、
戦
火
を
く
ぐ

り
抜
け
て
今
に
残
っ
た
特
定
歴
史

公
文
書
の
中
か
ら
、
戦
争
と
当
時

の
人
々
の
暮
ら
し
に
関
す
る
記
録

を
集
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　

戦
争
が
人
々
の
生
活
に
及
ぼ
す

影
響
や
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

間　
７
月
23
日
水
～
９

月
28
日
日

●
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日（
月

曜
日
と
祝
日
が
重
な
る
と
き
は

そ
の
翌
日
も
）

●
場

所　
福
岡
共
同
公
文
書

館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
一
丁
目

３
‐
１
）

●
観
覧
料　
無
料

●
問
合
先　
福
岡
共
同
公
文
書
館

　
☎
０
９
２（
９
１
９
）６
１
６
６

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ

集
中
相
談
会

　

電
話
と
面
談
に
よ
る
「
職
場
の

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
集
中
相
談

会
」
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談

内
容
に
よ
り
、
弁
護
士
相
談
も
連

携
し
て
行
い
ま
す
。

●
日

時　
９
月
３
日
水
～
４

日
木
・
午
前
９
時
～
午
後
８
時

●
場

所　
北
九
州
労
働
者
支
援

事
務
所（
小
倉
北
区
城
内
７
‐
８
）

●
問
合
先　
北
九
州
労
働
者
支

援
事
務
所

　
☎（
５
９
２
）３
５
１
６

「
健
康
づ
く
り
」
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
せ
ん
か

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、

家
族
を
含
め
た
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
食
事
・
運
動
・
睡
眠
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
小
学
生

●
応
募
締
切　
９
月
30
日
火
・
必
着

●
問
合
先　
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
事
業
部
事
業
振
興
課

　
☎
０
９
２（
６
４
２
）７
８
０
９

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
は
か
り
の
定

期
検
査
を
行
い
ま
す
。
は
か
り
を
取

り
引
き
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
人

は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
９
月
11
日
木
～
12

日
金

●
時

間　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
検
査
対
象　
商
店
や
事
業
所
で

取
り
引
き
・
証
明
用
に
使
用
し

て
い
る
「
は
か
り
・
分
銅
・
お

も
り
」

※
大
型
の
は
か
り（
秤
量
が
300
㎏

を
超
え
る
も
の
）の
検
査
、
手
数

料
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
一
般
社
団
法
人
福

岡
県
計
量
協
会

　
☎
０
９
２（
９
３
９
）２
９
４
５

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
人
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
、

遺
言
や
相
続
、
悪
質
な
訪
問
販
売

被
害
な
ど
に
つ
い
て
司
法
書
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
面
談
方
式
で
、
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

●
日

時　
９
月
13
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
１
時

●
相
談
方
法　
面
談
相
談

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
受
付
期
間　
８
月
20
日
水

～
９
月
12
日
金

●
予
約
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０（
３
３
３
）０
５
１

●
相
談
場
所

○
ウ
ェ
ル
と
ば
た（
戸
畑
区
汐
井

町
１
‐
６
）

○
い
き
い
き
ホ
ー
ル（
水
巻
町
頃

末
南
三
丁
目
11
‐
１
）

●
問
合
先　
福
岡
県
司
法
書
士
会

　
☎（
５
７
１
）８
４
４
５

海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト

ロ
）か
ら
講
師
を
招
き
、「
海
外
展

開
成
功
の
カ
ギ
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
９
月
11
日
木
・
午

後
２
時
～
５
時

●
場

所　
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お

が
た（
直
方
市
山
部
364
‐
４
）

●
対

象　
中
小
企
業
者
で
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
展
開
に
興

味
の
あ
る
人

●
定

員　
30
人

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
日
本
政
策
金

融
公
庫
八
幡
支
店

　
☎（
６
４
１
）７
７
１
５

ふ
く
お
か
農
林
漁
業
新
規
就
業

セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相
談
会

　

職
業
と
し
て
の
農
林
漁
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
新
た
な

担
い
手
と
し
て
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
新
規
に
就
業
し
た
人
の

体
験
談
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
会
で
は
、
関
係
機

関
や
農
家
な
ど
が
直
接
就
業
に
関

す
る
個
別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時　
８
月
17
日
日
・
午

後
１
時
～
４
時
30
分（
受
付
は

午
後
零
時
30
分
～
４
時
）

●
場

所　
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央

街
１
‐
１
）

●
内

容　

就
業
セ
ミ
ナ
ー
、

個
別
相
談

●
参
加
料　
無
料

●
問
合
先　
福
岡
県
経
営
技
術

支
援
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
４
９
５

北
九
州
い
の
ち
の
電
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談
員
を
募
集

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
悩
み
や

不
安
・
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
身

近
に
相
談
相
手
が
い
な
い
人
を
、

訓
練
を
受
け
た
相
談
員
が
電
話
を

通
じ
て
、
と
も
に
考
え
、
支
援
し

て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

●
応
募
資
格　
養
成
講
座
に
参
加

し
認
定
を
受
け
て
、
相
談
員
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る

20
歳
～
68
歳
の
人

●
養
成
期
間　
10
月
４
日
土
～
平

成
28
年
２
月

●
場

所　
福
岡
県
立
北
九
州

勤
労
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
北

九
州
パ
レ
ス（
小
倉
北
区
井
堀

五
丁
目
１
‐
３
）

●
受
講
料　
３
０
、０
０
０
円

●
募
集
定
員　
30
人

●
応
募
締
切　
９
月
20
日
土
・
必
着

※
応
募
方
法
や
研
修
内
容
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先　
社
会
福
祉
法

人
北
九
州
い
の
ち
の
電
話

　
☎（
６
５
２
）６
６
２
８

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

（
短
大
・
高
卒
程
度
）

●
受
験
資
格

〇
短
大
卒
業
程
度
…
平
成
元
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〇
高
校
卒
業
程
度
…
平
成
３
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
試
験
区
分
に
よ
り
制
限
が
あ
り

ま
す
。

●
試
験
種
類
・
区
分
・
人
数

〇
短
大
卒
業
程
度
…
行
政
事
務
・

44
人
、
学
校
事
務
・
15
人
、
警

察
事
務
・
９
人

〇
高
校
卒
業
程
度
…
一
般
事
務
・

35
人
、
学
校
事
務
・
13
人
、
警

察
事
務
・
４
人
、
土
木
・
２
人
、

林
業
・
１
人

●
第
１
次
試
験　
９
月
28
日
日

●
申
込
受
付
期
間　
８
月
18
日
月

～
29
日
金（
消
印
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
は
８
月
26
日
火
ま
で
で
す
。
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
福
岡
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/

●
問
合
先　
福
岡
県
人
事
委
員

会
事
務
局

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
５
６

平
成
26
年
度
行
政
書
士
試
験

●
試
験
期
日　
11
月
9
日
日

●
受
験
願
書
配
布
期
間

○
郵
送
配
布
…
８
月
29
日
金
ま
で

○
窓
口
配
布
…
９
月
５
日
金
ま
で

●
受
験
願
書
配
布
場
所　

○
窓
口
配
布
…
福
岡
県
庁（
県
民

情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
支
援

課
）、
地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ

ー
（
北
九
州
、
筑
豊
、
筑
後
、

京
築
）、
福
岡
県
行
政
書
士
会

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://gyosei-shiken.or.jp

●
試
験
会
場　
福
岡
工
業
大
学

　
（
福
岡
市
東
区
和
白
東
三
丁
目

30
‐
１
）

●
受
験
願
書
受
付
締
切　
９
月
５

日
金

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
の

締
め
切
り
は
、
９
月
２
日
火
の
午

後
５
時
で
す
。

●
問
合
先　
一
般
財
団
法
人
行

政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
３（
３
２
６
３
）７
７
０
０



12広報なかま８月 10日号

屋島公園内にある幼児用プールが大盛
況です。九州地方でも梅雨明けした７
月25日、猛烈な暑さの中、朝から多
くの親子が遊びに来ていました。この
プールは小学生以上の遊泳ができな
いため、小さなお子さんがゆっくり遊
べると好評。利用期間は、８月13日
～ 16日を除く９月10日まで、利用時
間は午前 10時～午後５時までです。
暑い夏はこれからもまだまだ続きま
す。中間のプールで夏の思い出を作っ
てみませんか。

暑い夏にはやっぱりプール
中間市幼児用プールが盛況

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

12広報なかま８月 10 日号

底井野小学校の５年生が農業体験の一環として田植え
を行いました。これは、米作りをとおして農業の大切
さを理解してもらうことを目的に、地元農家のみなさ
んの協力を得て実施しているもの。子どもたちは、素
足に感じる泥の感触に戸惑いながらも、泥だらけにな
りながら、苗を一つひとつ丁寧に植えました。苗を植
え終えると、満足そうな表情を見せた子どもたち。秋
には稲刈り体験を行う予定です。立派な稲が実るかな。

一つひとつ丁寧に
６月 25 日・底井野小学校児童が農業体験で田植え

少林寺拳法中間南スポーツ少年団に所属する中学生７
人が、香川県で行われる第８回全国中学生少林寺拳法
大会に、高校生３人が千葉県で行われる全国高等学校
総合体育大会少林寺拳法競技に出場します。組演武に
出場する高校生の干野凌さん（通谷二丁目）は「気合で
一位を狙います」と、団体演武に出場する中学生の中西
竜一さん（星ヶ丘）は「昨年悔しい思いをしたので今年
こそ一位をめざします」と力強く意気込みを語りました。

狙うは一位のみ
６月 27 日・少林寺拳法中間南スポーツ少年団が全国大会へ
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まちのわだい

13 Nakama City Public Relations

西日本シティ銀行中間支店で、「認知症サポーター養成講
座」が開催されました。この講座は認知症について正しい
知識をもち、できる範囲で認知症の人を応援するボランテ
ィアを養成するもの。受講後は地域包括支援センター職員
からサポーターの印「オレンジリング」がプレゼントされま
した。営業課長の下城健一さんは「今回認知症について正
しい知識を学ぶことができ、だれもが安心して利用できる
地元銀行を目指していきたいと思いました」と話しました。

安心して暮らせるまちづくりの担い手に
７月１日・地域包括支援センター無料講座

７月１日、遠賀保護区保護司会中間分区が「社会を明る
くする運動」を行いました。この運動は、すべての人が、
犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について
理解を深め、地域の力を合わせ、安全で安心な犯罪の
ない社会を築こうとする全国的な運動。今年で 64回目
を迎えたこの日は、犯罪や非行のない地域を作るため、
一人ひとりが考え、それぞれの立場で関わる必要があ
ることを広報車でアピールしました。

犯罪や非行のない地域を作ります
７月１日・社会を明るくする運動

中間市地域振興券「元気な風商品券」が地域交流センタ
ー、中央公民館、ハピネスなかまで一斉に発売されま
した。10％の割り増しが付いたお得な商品券は昨年よ
りも800 冊多い 8,800 冊の限定で発売。発売開始時刻
前から会場には購入を求める人で長蛇の列ができ、大
盛況のため当日中に完売しました。楠木房枝さん（大根
土）は、「市内のいろいろなお店で使えてとても便利で
お得です」と笑顔で話してくれました。

お得な商品券でお得に買い物
６月 30 日・中間市地域振興券「元気な風商品券」が発売

ギラヴァンツ北九州の市川恵多選手が底井野小学校を訪
れ、子どもたちとサッカーゲームなどを楽しみました。
今回の訪問は、サッカーに親しみを持ってもらうことや
夢の大切さを伝えることが目的です。「努力は実ります。
習いごとなどは苦しくても諦めずに続けてください」と努
力の大切さを訴えた市川選手。佐藤日菜さん（６年生）は、
「市川選手の話を聞いて、ピアノの先生になる夢を実現さ
せるためにこれからもっと頑張ります」と話しました。

プロのサッカー選手と触れ合えた貴重な体験
７月15日・底井野小学校にギラヴァンツ北九州の市川恵多選手が訪問



14

日
本
一
の
卓
球
体
験
＆

メ
モ
リ
ア
ル
ム
ー
ビ
ー
作
成

　

希
望
が
丘
高
等
学
校
の
「
日
本
一
の

卓
球
部
」
と
一
緒
に
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
、
そ
の
思
い
出
を
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ

ー
に
し
て
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日

時　
８
月
21
日
木
・
午
前
10

時
～

●
場

所　
希
望
が
丘
高
等
学
校

●
内

容

○
午
前
…
卓
球
の
技
術
指
導

○
午
後
…
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
作
成

※
昼
食
は
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
料　
無
料

●
定

員　
25
人
程
度（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
希
望
が
丘
高
等
学
校

　
☎（
２
４
５
）０
４
８
１

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ
無
料
招
待

　

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ

北
九
州
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム（
Ｂ
席
）に

み
な
さ
ん
を
招
待

し
ま
す
。

●
日
時
・
申
込
締
切

○
８
月
24
日
日
・
午
後
６
時
～
（
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
戦
）・
８
月
20
日
水

○
９
月
６
日
土
・
キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
未

定（
ア
ビ
ス
パ
福
岡
戦
）・
９
月
２
日
火

○
９
月
23
日　
・
キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
未

定（
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
戦
）・
９
月
19
日
金

※
９
月
以
降
の
キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
は
８

月
上
旬
に
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ギ

ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://w
w
w
.giravanz.jp/

●
場

所　
本
城
陸
上
競
技
場

　
（
八
幡
市
西
区
御
開
四
丁
目
16
‐
１
）

●
定

員　
各
100
人（
抽
選
）

※
申
し
込
み
は
１
回
５
人
分
ま
で
。

●
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
○
月
○
日
中
間
市
招
待

係
を
記
入
の
う
え
、
往
復
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
無
料
招

待
試
合
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
の
申
込
も
可

能
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
株
式
会
社
ギ
ラ
ヴ

ァ
ン
ツ
北
九
州（
〒
802
‐
０
０
０
１
小

倉
北
区
浅
野
三
丁
目
８
‐
１
Ａ
Ｉ
Ｍ

ビ
ル
２
階
）

　
☎（
８
６
３
）６
７
７
７

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

遠賀川水源地ポンプ室の世界遺産登
録を応援するため、また、市民のみ
なさんに広く認知してもらうため、
窓口職員は世界遺産ＰＲポロシャツ
を着用して業務に従事しています。

いつもニコニコ元気で、車でのお
でかけが大好きな琥太郎くん。家
族みんなも笑顔にしてくれていま
す。これからも健やかに育ってね。

H22.12.15 生
（中底井野）

森
もり

 琥
こ た ろ う

太郎ちゃん

かわいい笑顔の晴翔くん。
これからも笑顔いっぱいで成長
してね。

H25. ７. ２生
（岩瀬三丁目）

西
にしかわ

川 晴
は る と

翔ちゃん

14広報なかま８月 10 日号

祝

めざせ世界遺産



15 ●Nakama City Public Relations

家
具
を
買
う
と
き
は
、
湿
度
の
高
い
雨
の
日
の
方
が
引
き
出
し
の
滑
り
具
合
を
確
認
で
き
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

満
目
の
山
河
す
が
し
き
五
月
晴

　
　
　

扇
ヶ
浦
四
丁
目	

樋　

口　

か
な
え

水
を
得
て
夜
の
蛙
の
か
し
ま
し
く

　
　
　

太
賀
二
丁
目	

白　

石　

紀　

子

夏
草
に
覆
ひ
か
く
さ
れ
道
祖
神

　
　
　

通
谷
五
丁
目	

後　

藤　

欣　

子

一
歩
で
も
滝
に
近
づ
く
岩
を
攀
づ

　
　
　

太
賀
一
丁
目	

中　

山　

富　

子

子
の
背
と
比
べ
し
こ
と
も
立
葵

　
　
　

太
賀
一
丁
目	

緒　

方　

益　

子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

夏
野
菜
支
柱
を
立
て
て
可
愛
が
る

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

大　

住　

久　

子

も
め
ご
と
は
彼
が
火
種
と
噂
飛
ぶ

　
　
　

通
谷
四
丁
目	
平　

田　

照　

子

草
原
の
そ
よ
風
宇
宙
に
な
い
う
ま
さ

　
　
　

朝
霧
一
丁
目	

阿　

部　

和　

雄

幼
児
が
立
っ
た
立
っ
た
と
エ
ビ
ス
顔

　
　
　

弥
生
二
丁
目	

永　

石　

ス
ミ
子

余
裕
も
つ
一
歩
靴
紐
笑
み
が
浮
く

　
　
　

朝
霧
二
丁
目	

小　

崎　

国　

雄

吉
富 

廣 

選

川 
柳

さ
庭
辺
に
子
雀
一
羽
遊
び
い
る
心
で
呼
べ
ば
振
り
む
き
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
三
丁
目	

掛　

田　

清　

香

余よ

そ所
行
き
の
靴
は
き
れ
い
に
磨
か
れ
て
父
亡
き
あ
と
の
男
の
子
が
履
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
一
丁
目	

石　

田　

順　

子

目
が
さ
め
て
深
夜
の
ラ
ジ
オ
聞
き
な
が
ら
来
し
方
の
日
々
ま
ぶ
た
に
浮
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡　

本　

マ
キ
子

大
輪
と
な
り
し
あ
ぢ
さ
ゐ
愛
で
に
け
り
必
ず
終
る
い
の
ち
知
る
ゆ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

髙　

田　

厚　

子

初
夏
の
風
麦
の
穂
ゆ
ら
し
一
面
に
黄
金
色
せ
る
絨
毯
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
二
丁
目	

山　

下　

純　

子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記 第
21
回
な
の
み
祭
を
開
催
し
ま
す

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
や
模
擬
店
、
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
８
月
30
日
土
・
午
後
５

時
～
８
時

●
場

所　
な
の
み
園

　
（
上
底
井
野
１
８
３
２
番
地
）

●
問
合
先　
な
の
み
園
事
務
局

　
☎（
２
４
５
）６
１
７
８

列
車
の
運
転
を
体
験
し
て
み
よ
う

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

列
車
運
転
体
験
会

●
日

時

○
筑
豊
電
気
鉄
道
…
10
月
18
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

○
平
成
筑
豊
鉄
道
…
10
月
18
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
・
定
員

○
筑
豊
電
気
鉄
道
…
楠
橋
車
庫
内（
八
幡

西
区
楠
橋
下
方
三
丁
目
１
９
８
５
‐

２
）・
25
人

○
平
成
筑
豊
鉄
道
…
金
田
駅
構
内（
福
智

町
金
田
１
１
４
５
‐
２
）・
30
人

●
対

象　
保
護
者
同
伴
の
小
学
３

年
生
～
６
年
生

　

列
車
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
会

●
期
日
・
場
所

○
西
日
本
鉄
道
…
10
月
４
日
土
・
電
車

教
習
所（
久
留
米
市
宮
の
陣
五
丁
目
５

‐
11
）

○
九
州
旅
客
鉄
道
…
10
月
11
日
土
・
南

福
岡
運
転
区（
博
多
区
寿
町
一
丁
目
１

‐
１
）

○
福
岡
市
交
通
局
…
10
月
25
日
土
・
姪

浜
車
両
基
地（
福
岡
市
西
区
下
山
門
四

丁
目
１
‐
１
）

●
時

間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
対

象　
保
護
者
同
伴
の
小
学
生

●
定

員　
25
人

　

い
ず
れ
も

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
締
切　
９
月
１
日
月

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
国
土
交
通
省
九
州

運
輸
局

　
☎
０
９
２（
４
７
２
）４
０
５
１
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「明治日本の産業革命遺産�九州・山口と関連地域」は全
国８県11市に広がる構成資産により2015年の世界遺産登
録を目指しています。構成資産を紙面左上から右に向か
って順に紹介します。
①萩反射炉（山口県萩市）　②恵美須ヶ鼻造船所跡（萩市）
③大板山たたら製鉄遺跡（萩市）　④萩城下町（萩市）　⑤
松下村塾（萩市）　⑥旧集成館（鹿児島市）　⑦旧集成館
機械工場（鹿児島市）　⑧旧鹿児島紡績所技師館（鹿児島
市）　⑨八幡製鐵所旧本事務所（北九州市）　⑩八幡製鐵
所遠賀川水源地ポンプ室（中間市）　⑪韮山反射炉（静岡

県伊豆の国市）　⑫橋野高炉跡及び関連遺跡（岩手県釜石市）　⑬三重津海軍所跡（佐賀
市）　⑭長崎造船所小菅修船場跡（長崎市）　⑮長崎造船所第三船渠（長崎市）　⑯長崎
造船所ジャイアント・カンチレバークレーン（長崎市）　⑰長崎造船所旧木型場（長崎市）
⑱長崎造船所占勝閣（長崎市）　⑲高島炭鉱（長崎市）　⑳端島炭鉱（長崎市）　㉑旧グラ
バー住宅（長崎市）　㉒三池港（大牟田市）　㉓三角西（旧）港（熊本県宇城市）
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１
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策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
26

年
８

月
10

日
号

No.968

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

19円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

其
の
二
十
九
「
遠
賀
川
水
源
地
に
設
置
さ
れ
た
ポ
ン
プ
」

～
イ
ギ
リ
ス
か
ら
中
間
市
へ
～

　
遠
賀
川
水
源
地
に
は
、
八
幡
製
鐵

所
に
遠
賀
川
の
水
を
送
る
大
事
な
役

割
を
果
た
す
た
め
、
当
時
最
新
鋭
の

機
材
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、

遠
賀
川
の
水
を
揚
水
す
る
た
め
の
ポ

ン
プ
２
基
は
、
１
９
０
８（
明
治
41
）年

５
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ゲ
ン
ヘ
ッ
ド

か
ら
船
積
み
さ
れ
、
海
路
で
日
本
に

輸
入
さ
れ
た
海
外
製
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
の
輸
入
に
関
し
て
は
、
当

時
、
欧
米
か
ら
輸
入
し
た
機
械・船
舶・

軍
需
品
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
た
高
田

商
会（
タ
レ
ン
ト
髙
田
万
由
子
さ
ん
の

高
祖
父
が
起
業
し
た
会
社
）が
八
幡
製

鐵
所
へ
納
入
し
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
は
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
イ
ソ
ー

ン
・
デ
ビ
ー
社
製
で
、「
ト
リ
プ
ル
・

エ
ク
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
・
ポ
ン
プ
エ
ン
ジ

ン
」と
呼
ば
れ
る
形
式
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
は
、
日
本
国
内
の
水
道
施

設
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
採
用
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
８
８
０（
明
治
13
）年

以
降
の
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
水
道

施
設
で
は
主
流
と
し
て
活
躍
し
、
世
界

的
に
運
用
実
績
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
遠
賀
川
水
源
地
建
設
に
際

し
て
は
、
費
用
を
度
外
視
し
て
で
も
、
安

定
し
た
送
水
が
で
き
る
ポ
ン
プ
が
採
用

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
れ
は
、

１
９
１
５（
大
正
４
）年
に
同
型
の
ポ
ン
プ

２
基
を
石
川
島
造
船
所
に
製
造
さ
せ
、

遠
賀
川
水
源
地
に
納
入
さ
せ
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
り
ま
す
。
遠
賀
川
水
源
地
の

建
設
が
国
家
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ

っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

八幡製鐵所遠賀川水源地喞
そくとう

筒室（絵はがき）　※喞筒とはポンプのことです。


